
 

 

 

平素は、農協事業に格別なるご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

令和７年産水稲については、育苗期にあたる３月下旬～4 月下旬にかけて気温が低く推

移し、出芽が揃わない状況が見られましたが、その後は天候に恵まれ、4 月 10 日頃より

田植えが開始され、植え痛みなく初期生育は順調です。野菜関係については、白ねぎの定

植時期ですが、雨続きで定植を見合された生産者の方も多かったと思います。今後は病害

虫の発生が増えてくる時期となりますので発生状況等ご注意ください。 

 

☆令和７年産用米袋の申込期日は６月２０日(金)となります。 

JA 出荷用袋１０７円 保有米袋９１円  

○営農センター６月の営業時間について 

 平日 → ８時４５分～１８時まで 土日祝日 → 休業 

 ※６月３０日（月）は、決算棚卸しのため休業させていただきます。 

水稲  これからの時期は、高温・多湿の日が続き病害が発生しやすい環境になります。

防除管理が重要な時期となりますので、下記を参考に効率よく行ってください。 

雑草防除 

 今の時期に雑草の発生が見られる場合は、下記の剤を参考に 

後期防除に努めてください。 

トドメ MF 乳剤 ⇒ 移植後１４日～ノビエ７葉期（但し収穫５０日前） 

           １０ａ当たり 薬量２００ml 希釈水量２５～１００Ｌ  

           湛水散布または落水散布  

本田防除 

 予報によると気温は、6月中は高い予報となっており、降水量は平年並みの予報となっ

ています。高温多湿条件が続けばいもち病の発生が懸念されます。また、5月 2２日に三

重県病害虫防除所から発表された予報では、葉いもちの発生時期はやや早、発生量はやや

多と予想されています。 

 さらに近年、等級格下げの要因として白未熟米に次いで多いのがカメムシ吸汁被害によ

る格下げです。カメムシについても注意が必要です！ 

病害虫ともに、圃場をこまめに見回り早期発見・早期防除に努めてください。 

 ◎ブラシンフロアブル １０００倍 １０ａ当たり ６０～１５０Ｌ 収穫７日前まで 

主な対象病害：いもち病等         ２回以内 

 ◎オリブライト豆つぶ １０ａ当たり ２５０ｇ 収穫４５日前まで    

            主な対象病害：いもち病等         1回以内 

 ◎キラップフロアブル １０００～2000 倍 １０a 当たり ６０～２００L  

収穫１４日前まで  ２回以内 

主な対象病害：カメムシ類・ウンカ類・イナゴ類等 

 

肥料・農薬など栽培に関するお問い合わせは 

明和営農センター ５２－３０４７ まで 担当の営農指導員が対応致します。 




